
脱炭素先行地域の対象：市内全域の公共施設群
主 な エ ネ ル ギ ー 需 要 家：全公共施設283施設

公共施設について、全面的なLED化や屋根等に太陽光・蓄電池の導入を図るとともに、新設する木質バイオマス発電やバイオガス発電から電力調達を行い脱炭
素化を図る。2030年までに全公用車（普通自動車）の次世代自動車化を図るとともに急速充電器等の整備を進める。また、木質バイオマス発電では未利用の
広葉樹林や耕作放棄地における早生樹などの利用を図るとともに、バイオガス発電では生ごみ等のバイオ液肥化を行うなど地域資源循環システムを構築する。

取組の全体像

真庭市：森とくらしで循環 ゼロカーボンシティ真庭
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１．民生部門電力の脱炭素化に関する主な取組

① バイオ液肥濃縮施設を整備することにより、サテライトタンクの建設を不要と
し、液肥の運搬や散布に係る費用や CO2 を大幅に削減

② 2030年までに全公用車（普通自動車）の次世代自動車化を図るととも
に、公用車を活用したEVシェアリング事業を行う

２．民生部門電力以外の脱炭素化に関する主な取組

① 新規で導入する太陽光発電、バイオマス発電、生ごみ由来のバイオガス発
電といった多様な再エネ電源設備により、大雨・土砂災害等災害リスクが
高い真庭市のレジリエンス強化を推進

② 木質バイオマス発電所の増設により、一定規模の安定的な木材需要を創
出することができ、真庭市の製造業の30％を占める木材関連産業の活性
化を更に推進

③ 生ごみ等資源化施設の導入により、可燃ごみを削減するとともに、生ごみ
等から資源化したバイオ液肥を活用し、低コスト農業を実現

４．主な取組のスケジュール

① 176施設の全面的なLED化を推進
② 27施設に新たに太陽光発電（2,100kW）と蓄電池を設置
③ 広葉樹林や耕作放棄地における早生樹など、未利用の地域資源を活用
した木質バイオマス発電所の増設や、地域新電力での市内電力供給の
実現、その収益を活用した森林・環境への関心の喚起等により、地域エネ
ルギー自給率100％を目指す

④ 現在整備を進めている生ごみ
等資源化施設で、生ごみ、
し尿、浄化槽汚泥等をメタン
発酵させてメタンガスとバイオ
液肥に再生。また、同施設に
バイオガス発電設備を導入して
自家消費を進めるとともに、
バイオ液肥は市内農地で活用
して地域資源循環システムを
構築

３．取組により期待される主な効果

公共施設 全面LED照明化

公共施設 ZEB化・省エネ改修

公共施設 太陽光発電設備・蓄電池・BEMS設置

第２木質バイオマス発電所の検討・設計・工事・稼働

EV導入・急速充電器の設置

生ごみ等資源化
施設整備工事 稼働

バイオ液肥濃縮施設
整備工事 稼働


